
(
史
料
紹
介
)

慶
安
二
年
二
月
成
立
の

｢津
軽
領
分
大
道
小
道
磯
辺
路
井
船
路
之
帳
｣
(弘
前
市
八
木
橋
文
庫
蔵
)

福

井

敏

隆

は

じ

め

に

史
料
的
価
値

青
森
県
で
は
昭
和
五
十
七
年
度
よ
り
文
化
庁
か
ら
国
庫
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
､

｢歴
史
の
道
｣
調
査
事
業
を
実
施
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
､
江
戸
時
代
以
前
の
交
通
路

を
調
査
す
る
も
の
で
､
各
街
道
の
沿
革

･
現
状
及
び
街
道
に
沿

っ
た
文
化
財
な
ど
杏

調
べ
､
報
告
書
に
ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
｡
昭
和
五
十
七
年
度
は
､
羽
州
街
道

･
松

ま
め

前
街
道

･
大
豆
坂
通
り

･
乳
井
通
り
を
調
査
し
た
｡
た
ま
た
ま
筆
者
の
勤
務
す
る
育

森
県
立
郷
土
館
が
事
務
局
を
担
当
し
て
お
り
､
こ
の
調
査
に
必
要
な
資
料
を
捜
索
し

て
い
る
中
で
､
表
題
の
史
料
の
価
値
の
重
大
さ
を
認
識
す
る
に
至

っ
た
｡
こ
こ
に
所

蔵
者
の
承
諾
を
得
た
の
で
､
そ
の
内
容
を
紹
介
し
､
大
方
の
参
考
に
供
し
た
い
と
忠

う
｡

こ
の
史
料

(以
下
､
慶
安
の

｢大
道
小
道
帳
｣
と
略
記
す
る
)
は
､
縦
三
十
三

･

〇
㍍
､
桟
二
十
四

･
〇
㍍
､
美
濃
紙
'
六
十
七
丁

(表
紙
と
も
)
で
'
幕
府

へ
提
出
し

た
正
本
の
控
と
考
え
ら
れ
る
｡
す
で
に
､
平
凡
社
刊

m
日
森
県
の
地
名
』

(
l
九
八

二
年
七
月
十
日
発
行
)
執
筆
の
際
に
､

一
部
活
用
さ
れ
て
お
り
'
巻
末
の
文
献
解
題

で
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
｡
又
､
後
掲
の
釈
文
に
よ
り
､
そ
の
全
容
を
知
る
事
が

出
来
る
の
で
､
こ
こ
で
は
､
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
す
る
こ
と
に
し

た

い
｡

慶
安
の

｢
大
道
小
道
帳
｣
と
類
似
し
た
内
容
の
も
の
は
､
青
森
県
文
化
財
保
護
協

会
刊

『津
軽
史

第
七
巻
』

(昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
五
日
発
行
)
に
､
二
九
二

頁
か
ら
三

二

一頁
に
わ
た

っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡
筆
者
永
沢
得
右
衛
門
は
､
は
じ

め
に

｢
1
､
何
の
頃
誰
や
の
人
に
伝
こ
と
有
て
か
､
勧
領
分
三
郡
の
道
法

1
帳
に
記

し
持
る
を
乞
請
て
是
よ
り
下
に
し
る
し
置
も
の
也
｣
と
注
記
し
て
い
る
が
､
こ
の
史
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料
は
慶
安
二
年

(
一
六
四
九
)
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
は

っ
き
り
し
て
お
り
､
別
の

写
本
を
書
き
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
徹
領
分
三
庄
道
範

〔高
照
御
遺
鑑
抜
書
〕

(市
立
弘
前
図
書
館
蔵
)
と
似
て
お
り
､
こ
れ
を
書
き
写
し
た
も
の
か
｡

さ
て
､
慶
安
の

｢
大
道
小
道
帳
｣
と

『津
軽
史
』
掲
載
の
も
の
を
比
較
す
る
と
､

永
沢
の
写
し
誤
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
は
か
､
内
容
の
上
で
も
両
者
に
は
差
異

が
認
め
ら
れ
る
｡
例
え
ば
､
前
者
に
は
古
城
の
記
載
の
う
ち
､
浪
岡
古
城
が
な
く
､

後
者
に
は
川
の
記
載
の
う
ち
深
さ
を
記
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
点
が
目
に
つ
-
｡
詳

細
に
つ
い
て
は
､
両
者
を
検
討
し
て
も
ら
う
よ
り
他
な
い
が
､
筆
者
の
み
た
と
こ
ろ
､

慶
安
の

｢
大
道
小
道
帳
｣
の
方
が
､
筋
の
よ
い
も
の
で
あ
る
事
は
断
言
で
き
る
｡

こ
の
史
料
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
｡
表
題
の
如
-
､
慶
安
の

｢大
道
小

道
帳
｣
は
江
戸
､
つ
ま
り
幕
府

へ
提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
周
知
の
と
お
り
､

江
戸
幕
府
は
正
保
元
年

(
一
六
四
四
)
､

全
国
の
各
大
名
に

｢
国
絵
図
｣
｢城
絵
図
｣

の
調
進
を
命
じ
た
｡
こ
れ
ら
は

一
般
に
､
正
保
国
絵
図
､
正
保
城
絵
図
と
呼
ば
れ
て

い
る
｡

｢現
存
古
地
図
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
｣

(
｢東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報

第

一
六
号
所
収
)
に
よ
れ
ば
､
前
者
に
つ
い
て
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
四
十

六
ヶ
国
の
写
図
が
残

っ
て
い
る
は
か
､
全
国
各
地
に
三
十
ヶ
国
程
の
写
図
が
残

っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

一
方
､
小
和
田
哲
男

｢
近
世
初
期
城
下
町
絵
図
の

一
考
察
｣

(
｢
地
方
史
研
究
班
｣
所
収
)
に
よ
れ
ば
､
後
者
に
つ
い
て
は
､
内
閣
文
庫
に
六
十

三
葉
の
城
絵
図
が
残

っ
て
い
る
と
い
う
｡
津
軽
領
の
場
合
で
あ
る
が
､
国
絵
図
の
方

は
正
保
二
年

(
一
六
四
五
)
十
二
月
二
十
八
日
幕
府

へ
提
出
し
た
控
を
貞
享

二
年

(
一
六
八
五
)
三
月
二
十
六
日
に
書
き
写
し
た
も
の

(八
木
橋
文
庫
蔵
)
が
残

っ
て

い
る
し
､
城
絵
図
の
方
は
内
閣
文
庫
に
六
十
三
葉
の

一
つ
と
し
て
架
蔵
さ
れ
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
､
正
保
国
絵
図

･
正
保
城
絵
図
と
､
こ
の
史
料
の
関
係
が
問
題
と
な
ろ

う
｡
慶
安
の

｢大
道
小
道
帳
｣
は
､
こ
れ
ら
正
保
図
の
幕
府
差
し
出
し
後
､
わ
ず
か

四
ヶ
年
足
ら
ず
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
｡

つ
ま
り
､
関
連
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
｡
津
軽
領
の
場
合
､
そ
こ
に
関
連
性
を
物
語
る

史
料
を
今
の
と
こ
ろ
兄
い
出
せ
な
い
で
い
る
が
､
南
部
領
の
場
合
に
は
関
連
史
料
の

存
在
が
判
明
し
た
｡
岩
手
県
立
図
書
館
に
､

｢奥
州
盛
岡
城
井
領
内
通
規
全

御
書

上
写
｣
と
表
題
の
つ
い
た
史
料
が
あ
る
.
こ
れ
は
､
正
保
四
年

(
1
六
四
七
)
三
月

晦
日
に
幕
府
が
改
め
た
も
の
を
､
寛
保
三
年
(
1
七
四
三
)
霜
月
二
十
五
日
､
出
石
正

時
が

一
担
書
き
写
し
､
そ
れ
を
さ
ら
に
明
和
九
年

(
一
七
七
二
)
霜
月
十
四
日
､
本

堂
親
岡
が
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
｡
内
容
は
表
題
の
如
-
､
ま
ず
盛
岡
城
に
つ
い

て
四
囲

･
各
郭
の
内
部

･
石
垣
の
高
さ

･
堀
の
広
さ
と
深
さ
等
に
つ
い
て
詳
細
に
記

し
て
お
り
､
こ
の
記
述
の
終
わ
り
に

｢
右
絵
図

二
合
て
具

:
知
ル
也
｣
と
い
う
記
載

が
あ
る
｡
正
保
城
絵
図
と
照
合
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
｡
道
規
の
方
は
､
大
道
筋
と

ま
かLI

し
て
仙
台
境
鬼
柳

(現
岩
手
県
北
上
市
)
か
ら
馬
門

(現
青
森
県
上
北
郡
野
辺
地
町
)

ま
で
の
各
村
間
の
距
離
及
び
川

･
坂
の
有
無
を
記
す

一
方
､
領
内
の
小
道
山
道
､
港

辺
道
､
入
海
海
辺
道
､
舟
路
之
道
規
#
湊
ロ
ノ
間
数
､
北
浦
入
海
舟
路
之
規
井
湊
□

間
数
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
､
南
部
領
に
お
け
る
道
程
帳
の
体
裁
を
な
し
て
い
る
｡

盛
岡
市
中
央
公
民
館
に
は
正
保
四
年
三
月
幕
府

へ
提
出
し
た
国
絵
図
の
控
で
あ
る
､

南
部
領
総
絵
図
が
残

っ
て
お
り
､
城
絵
図
の
方
も
内
閣
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
(小

和
田
前
掲
論
文
)
O

こ
の
こ
と
か
ら
､
幕
府
は
正
保
国
絵
図

･
正
保
城
絵
図
の
調
進

と
同
時
に
､
こ
れ
ら
正
保
図
の
解
説
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
も
提
出
さ
せ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
｡

｢
奥
州
盛
岡
城
井
領
内
通
規
全

和
書
上
写
｣
は
､
そ
の
解
説
書

に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
｡

l
方
､
岩
手
県
立
図
書
館
に
は
､
後
世
の
写
し
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
が

｢
大
道
筋
｣
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と
表
題
の
つ
い
た
史
料
が
あ
り
'
こ
れ
に
は
末
尾
に

｢慶
安
二
年
八
月
五
日
｣

｢上

書

二
奥
州
之
内
南
部
領
海
陸
道
規
帳
｣
と
い
う
記
載
が
あ
る
｡

｢奥
州
盛
岡
城
拝
領

内
通
規
全

和
書
上
写
｣
の
道
規
の
部
分
と
-
ら
べ
て
み
る
と
'
内
容
は
同
じ
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
｡

一
部
紹
介
す
る
と
'
次
の
よ
う
で
あ
る
｡

｢
奥
州
盛
岡
城
井
領
内
道
規
全

御
書
上
写
｣

大
道
筋

I:I

:I

南

ヨ
-

三
里
十
丁
六
間

二

仙
台
境
鬼
柳

ヨ
-
花
巻

マ
テ

三
里
十
丁
四
十
六
間

此
内
川
二
ツ
有
'
和
賀
川
広
サ
廿
間
深
サ
五
尺
､
舟
渡
之
'
豊
沢
川
広
サ
十
間

深
サ
七
尺

(以
下
略
)

｢
大
道
筋
｣大

道
筋

仙
台
境

一
'
鬼
柳

占
花
巻
迄

三
里
拾
町
四
拾
六
間
'

此
間
に

和
賀
川
広
三
拾
間
深
五
尺
'
船
渡
､

豊
沢
川
広
拾
間
探
壱
尺
､
歩
行
渡
'

右
ニ
ッ
之
川
山
川
故
少
し
の
雨

二
も
俄

二

水
出
'
船
渡
歩
行
渡
不
自
由
'

(以
下
略
)

(読
点
筆
者
)

(読
点
筆
者
)

後
者
の
方
が
詳
細
に
な

っ
て
お
り
'
津
軽
領
の
場
合
と
同
様
古
城
に
つ
い
て
の
記

載
も
み
ら
れ
る
｡
よ

っ
て
'
こ
の

｢
大
道
筋
｣
と
い
う
史
料
は
'
南
部
領
に
お
け
る

慶
安
の

｢
大
道
小
道
帳
｣
の
写
と
断
定
し
て
間
違
い
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
'
南
部
領
の
場
合
'
慶
安
の

｢
大
道
小
道
帳
｣
は
'
正
保
図
の
解

説
書
の
う
ち
'
道
規

･
道
範
の
部
分
を
詳
細
に
し
た
も
の
で
あ
り
､
正
保
国
絵
図
と

関
連
の
あ
る
も
の
と
い
え
る
｡
津
軽
領
の
場
合
も
同
様
で
あ

っ
た
と
推
定
出
来
る
｡

つ
ま
り
'
慶
安
の

｢
大
道
小
道
帳
｣
は
'
幕
府
が
正
保
国
絵
図
を
提
出
し
た
各
藩
に
'

領
内
の
道
規

･
道
範
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
な
報
告
を
命
じ
て
提
出
さ
せ
た
道
程
帳

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
管
見
の
限
り
で
は
'
幕
府
側
の
提
出
命
令
に
つ
い
て
覗

在
明
ら
か
に
出
来
な
い
で
い
る
が
'
熊
本
県
教
育
委
員
会
刊

｢
熊
本
県
歴
史
の
道
調

査

-

豊
後
街
道

1

｣

(昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十

一
日
発
行
)
に
も
慶
安
四
年

(
一
六
五

一
)
四
月
二
十
八
日
に
江
戸

へ
差
し
出
し
た
控
の

｢
肥
後
国
の
大
道
小
道

帳
｣

(熊
本
県
立
図
書
館
蔵
)
が
'
史
料
と
し
て

l
五
三
頁
か
ら

一
六
八
貢
に
か
け

て
載

っ
て
お
り
'
各
藩
に
対
し
て
正
保
図
提
出
後
'
順
次
同
様
の
命
令
が
出
さ
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
よ
う
な
'
慶
安
の

｢大
道
小
道
帳
｣
を
提
出
さ
せ
た

ね
ら
い
は
何
で
あ

っ
た
か
を
推
測
し
て
み
る
と
'
南
部
領
の
場
合
を
み
て
も
わ
か
る

よ
う
に
'
領
内
道
路
の
把
握
の
ほ
か

1
つ
に
は
古
城
の
把
握
に
あ

っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
｡
小
和
田
氏
が
前
掲
論
文
で
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
'
本
来
極
秘
で
あ
る

べ
き
居
城
の
内
部
状
況
を
細
か
に
書
き
表
わ
し
た
正
保
城
絵
図
の
提
出
は
'
諸
藩
の

幕
府

へ
対
す
る
屈
服
を
意
味
す
る
わ
け
で
'
要
塞
と
な
り
う
る
古
城
を
も
詳
細
に
書

き
出
さ
せ
た
こ
と
は
､
幕
府
が
諸
藩

へ
の
し
め
つ
け
を
強
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
｡

従
来
'
津
軽
藩
に
お
い
て
は
承
応
二
年

(
一
六
五
三
)
成
立
の
｢津
軽
領
道
程
帳
｣

(市
立
弘
前
図
書
館
蔵
)
が
'
現
存
す
る
最
も
古
い
道
程
帳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
｡
し
か
し
'
慶
安
の

｢
大
道
小
道
帳
｣
の
存
在
は
そ
れ
を
-
つ
が
え
す
も
の
で

あ
る
｡
ま
た
'
内
容
の
上
で
も
'
正
保
国
絵
図
と
慶
安
の

｢
大
道
小
道
帳
｣
は
関
連

性
の
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
｡
そ
れ
で
は
'
慶
安
の
｢
大
道
小
道
帳
｣
と
承
応
の
｢
道
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程
帳
｣
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡
後
者
に
記
載
さ
れ
て
い
る
道
筋

は
､
大
道
二
､
脇
道
三
､
浜
道
二
､
船
路

一
の
八
つ
に
す
ぎ
ず
､
前
者
と
の
差
は
罪

常
に
大
き
い
｡
し
か
し
､
承
応
の

｢道
程
帳
｣
も
加
賀
国
の
写
本
の
如
-
仕
立
て
た

と
表
紙
に
注
記
が
あ
り
､
幕
府

へ
提
出
し
た
控
で
あ
る
ら
し
い
｡
ま
た
､
各
道
筋
の

記
載
は
､
道
幅
の
広
狭
が
-
わ
し
-
､
壱
里
山

二

里
塚
)
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い

る
｡
前
者
よ
り
も
､
道
筋
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
整
理
さ
れ
た
感
じ
が
す
る
｡
そ
し

て
､
正
保
国
絵
図
と
対
照
し
て
み
る
と
､
承
応
の

｢
道
程
帳
｣
に
記
載
さ
れ
て
い
る

七
つ
の
道
筋
に
の
み

一
里
塚
の
記
号
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
こ
の

｢道
程
帳
｣
は
､
慶

安
の

｢大
道
小
道
帳
｣
が
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
あ
と
､
再
度
幕
府
か
ら

一
里
塚
の
あ

る
道
筋
と
船
路
に
つ
い
て
､
詳
細
な
報
告
を
求
め
ら
れ
て
提
出
し
た
道
程
帳
で
は
吃

か

っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
｡

こ
の
点
､
両
者
の
間
に
も
関
連
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
｡

以
上
､
慶
安
の

｢
大
道
小
道
帳
｣

に
つ
い
て
､
正
保
国
絵
図
と
の
関
連
性
､
承
応

の

｢道
程
帳
｣
と
の
関
連
性
を
考
察
し
て
き
た
｡
論
拠
に
誤
ま
り
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
｡
御
叱
正
､
御
批
判
-
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
｡

ま
た
､
慶
安
の

｢
大
道
小
道
帳
｣
の
表
記
に
あ
た

っ
て
は
'
以
下
の
凡
例
に
よ

っ

た
｡一

､
本
文
に
は
読
点
が

一
切
な
い
が
､
紹
介
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
付
し
た
｡

1
､
紹
介
者
に
よ
る
ふ
り
が
な
､
現
在
地
比
定
は

1
切
し
な
か

っ
た
｡

一
､
濁
音

･
半
濁
音
た
る
べ
き
箇
所
も
手
を
加
え
な
か

っ
た
｡
誤
字
は

〔
マ

マ

〕

に
し
､
脱
字
の
み

〔脱

力
〕

と
し
て
書
き
加
え
た
｡

一
､
虫
損
部
分
は
口
を
付
し
て
､
字
数
分
を
並

べ
た
｡

(表
紙
)

慶
安
弐
年
二
月

出
来

仕

吉

太

夫

江
戸

へ

持

参

仕

侯
帳

津
軽
領

分

大
道
小
道

磯
辺
路

拝
船
路
之

帳

津
軽
領
分

大
道
筋

秋
田
領
八
森
江
出

ル
境
目
道
筋
大
間
越
□
墳
之
明
神
堂
占
南
部
境
弐
本
ま

だ
迄
之
道
範

合
四
拾
壱
里
三
拾
壱
町
四
拾
間
､
但
南
部
之
内
野
辺
地
江
出

ル
道
筋
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同

津
軽
弘
前
占
秋
田
境
杉
峠
迄
の
道
範

合
六
里
'
但
秋
田
之
内
白
沢
江
出

ル
道
筋

大
道
筋

l
､
境
之
明
神
堂
占
大
間
越
迄

弐
里

砧

遠

山
木
立

此
内
川
弐

ツ

二

払
川
広
さ
壱
間
深
さ
七
寸
､
歩
渡
り
､

一
､
伊
良
川
広
さ
四
間
深
さ
壱
尺
八
寸
九
寸
弐
尺
､
歩
渡
り
､
但
山
川
故



少
之
雨

こ
も
俄
に
水
出
人
馬
不
通
､

同
坂
五
ツ

一
､
明
神
堂
右
下
ル
坂
四
拾
間
道
之
広
さ
壱
問
半
､
左
右
木
立
難
所
､

1
､
払
川
占
登
坂
三
拾
五
間
道
之
広
さ
壱
間
半
､
左
右
木
立
難
所
､

一
､
木
蓮
師
坂
下
り
百
弐
拾
間
道
之
広
さ
壱
間
､
但
壱
騎
打
難
所
'

一
'
小
間
越
坂
登
百
六
拾
弐
間
道
之
広
さ
壱
間
､
但
壱
騎
打
､下
り
百
四
拾

六
間
道
之
広
さ
壱
問
､
但
壱
騎
打
難
所
､

二

大
間
越
坂
登
百
六
拾
五
間
道
之
広
さ
壱
間
､
但
壱
騎
打
､下
り
坂
三
百

間
､
内
百
三
拾
間
者
道
之
広
さ
壱
間
､
壱
騎
打
､
同
百
七
拾
間
者

一

間
半
､
難
所
､

l
､
大
間
越

-
石
崎
村
迄

三
里
拾
七
町

禁

畑
山
木
立

此
内
川
四
ツ

二

津
梅
川
広
さ
八
問
深
さ
壱
尺
九
寸
弐
尺
､
歩
渡
､
但
山
川
故
少
之
雨

こ
も
水
出
人
馬
不
通
､
大
石
､

二

日
神
川
広
さ
三
間
深
さ
壱
尺
三
寸
五
寸
､
歩
渡
り
､
但
小
石
､

7
､
黒
崎
川
広
さ
拾
弐
問
深
さ
五
寸
､
歩
渡
､
砂
川
'

一
､
佐
之
内
川
広
さ
拾
壱
間
深
さ
弐
尺
三
寸
五
寸
､
但
歩
渡
､
山
川
故
少

之
水
増

こ
も
人
馬
不
通
､
小
石
､

同
坂
壱
ツ

一
､
森
山
坂
登
八
拾
間
下
り
八
拾
七
間
道
之
広
さ
壱
間
､
但
壱
騎
打
難
所
､

右
墳
之
明
神
堂

占
岩
崎
迄
之
間
左
者
海
右
者
大
山
木
立
､
岩
崎

占
深
浦
迄
之

間
山
越

へ
､
海
辺
江
弐
里
三
里
有
､

一
､
岩
崎
占
深
浦
村
迄

弐
里

右
左
木
立

此
内
坂
三
ツ

一
､
岩
崎
占
登
坂
百
拾
六
間
道
広
さ
弐
問
､
左
右
木
山
､

二

免
く
ら
坂
下
リ
百
拾
弐
間
道
之
広
さ
弐
問
､
左
右
木
山
､

二

深
浦
坂
登
り
八
拾
四
間
道
之
広
さ
壱
間
半
､
但
町
き
わ
迄
､

深
浦
古
城

但
山
城
大
道
筋

一
､
城
之
高
さ
南
方
拾
六
間
､
北
方
拾
弐
問
'
西
方
弐
拾
四
間
､
東
之
方

八
間
､
但
山
続
き
細
谷
有
'
せ
つ
し
よ
､

一
､
城
之
内
長
さ
西

占
東
江
四
拾
八
間
､
西
之
方
横
七
間
､
東
之
方
弐
拾

弐
間
､
南
之
方

ニ
ロ
有
､
土
手
之
高
さ
四
方
共

二
五
尺
宛
､

1
､
城

占
町
き
わ
迄
坂
道
六
拾
七
間
道
広
四
間
､

7
､
城
下
南
占
西
北
江
町
屋
有
､

一
､
西
北
之
方
海
､
但
海
き
わ
岸
之
高
さ
西
方
拾
八
間
拾
九
問
有
､
北
之

方
岸
之
高
さ
拾

一
問
拾
弐
間
有
'

二

町
屋
敷
占
右
之
岸
之
上
迄
之
間
西
之
方
三
拾
五
間
四
拾
間
有
､
北
之

方
百
三
拾
間
百
五
拾
間
有
､

一
､
北
之
方
町

占
阿
妻
居
坂
迄
之
間
五
町
余
､
右
之
坂
下
リ
六
拾
弐
間
道

之
広
さ
弐
問
､
但
深
浦
川
之
き
わ
迄
､
此
川
之
広
さ
八
間
深
壱
尺
六

寸
七
寸
､
歩
渡
り
､
山
川
故
少
之
水
増
に
も
人
馬
不
通
､
砂
川
､

一
､
東
南
之
方
大
山
木
立
､

一
､
深
浦
之
問
申
酉
之
方
､
右
之
間
口
百
五
拾
四
間
'
遠
さ
弐
百
聞
､
深

さ
八
尋
九
尋
､
南
西
風
舟
加

～
り
吉
'
北
風
悪
シ
､
是

占
松
前

へ
海

上
弐
拾
五
里
南
風

こ
て
渡

ル
､
又
秋
田
領
と
が
迄
海
上
三
拾
五
里
､
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但
北
風

二
而
渡

ル
､

従
是
秋

田
領
八
森
迄
霜
月

占
明

ル
二
月
迄

ハ
､
雪
之
内
牛
馬
不
通
､

l
､
深
浦
占
追
良
瀬
村
迄

弐
里

砧

蒜

｣1
｣

此
内
川
三
ツ

1
､
深
浦
川
広
さ
八
問
深
さ
壱
尺
六
寸
七
寸
､
歩
渡
､
但
少
之
水
増

こ
ち

人
馬
不
通
､
砂
川
､

一
､
広
戸
川
広
さ
壱
問
深
さ
二
寸
三
寸
､
歩
渡
､

一
､
追
良
瀬
川
広
さ
弐
拾
壱
問
深
さ
弐
尺
三
寸
五
分
､
歩
渡
り
､
少
之
水

増

こ
も
船

二
而
渡

ル
､
但
大
水

ニ
ハ
舟

二
而
も
不
自
由
'

一
､
追
良
瀬
占
登
り
坂
八
拾
五
間
道
広
さ
弐
問
､

一
､
と
ゞ

の
き
浜
江
下

ル
坂
百
廿
間
道
広
さ
弐
間
､

二

鳥
居
崎
坂
登
り
六
拾
三
間
道
広
さ
弐
間
'

二

同
下
り
坂
五
拾
間
道
之
広
さ
弐
間
､

二

加
い
ら
き
坂
登
り
四
拾
間
道
広
壱
間
半
､
但
難
所
､

一
､
大
船
江
下

ル
坂
五
拾
六
間
道
之
広
さ
弐
間
､

一
､
田
之
沢
江
登
坂
六
拾
八
間
道
之
広
さ
弐
問
､

一
､
間
坂
下
り
百
間
道
之
広
さ
弐
間
､

同
坂
五
ツ

一
､
阿
妻
居
坂
下
リ
六
拾
弐
間
道
之
広
さ
弐
問
､

一
､
雪
屋
崎
坂
登
り
七
拾
弐
間
道
之
広
さ
三
間
､

一
､
広
戸
浜
江
下

ル
坂
六
十
間
道
之
広
さ
三
間
､

一
､
同
登
り
坂
五
拾
六
間
道
之
広
さ
弐
問
､

二

追
良
瀬
江
下

ル
坂
百
八
拾
間
道
之
広
さ

一
間
､
但
壱
騎
打
難
所
､
此

従
是
深
浦
迄

ハ
霜
月
占
明

ル
二
月
迄
牛
馬
不
自
由
､
但
大
雪
之
時

ハ
不
通
､

l
､
金
井
ケ
沢
占
赤
石
村
迄

弐
里

禁

柚
立

此
内
川
弐

ツ

一
､
大
童
子
川
広
さ
六
問
深
さ
壱
尺
九
寸
弐
尺
､
歩
渡
り
山
川
故
少
之
水

増

こ
も
人
馬
不
通
､
高
石
､

一
'
赤
石
川
広
さ
拾
七
問
深
さ
弐
尺
三
寸
五
寸
､
但
常
者
歩
渡
り
水
増

ニ

ハ
船

二
而
渡

ル
､
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坂
之
下

:
右
之
追
良
瀬
川
有
､
水
干
之
時
者
海
辺
も
通

ル
､

二

追
良
瀬
占
金
井
ケ
沢
村
迄

四
里

砧
‰

立

此
内
川
壱

ツ

一
､
風
合
瀬
川
広
さ
四
問
深
さ
四
寸
五
寸
､
歩
渡
り
､

同
坂
八
ツ

l
､
赤
石
占
鯵
ヶ
沢
村
迄

壱
里

砧
鉱

山

右
深
浦

占
鯵
ヶ
沢
迄
之
間
左
者
海
辺
右
者
大
山
木
立
､
鯵
ヶ
沢
占
弘
前
迄
之

問
野
道
､
但
小
坂
共
有
夏
冬
共

二
牛
馬
自
由
､

鯵
ヶ
沢
古
城

但
山
城
大
道
筋



二

城
之
高
さ
東
西
南
北
共

二
弐
拾
問
宛
､
但
南
之
方

二
細
谷
堀
切
有
､

一
､
城
之
内
広
さ
東
西
江
拾
七
間
､
南
北

へ
七
拾
三
間
､
城
よ
り
町
江
之

通
道
東
之
方

二
有
､
北

占
南
江
登
ル
､
但
坂
之
長
さ
六
拾
八
間
道
之

広
さ
壱
間
､
壱
騎
打
､
但
荷
付
馬
自
由
､

一
､
西
之
方

二
組
通
有
､
牛
馬
不
通
､
坂
之
長
さ
四
拾
六
間
有
､

一
､
西
北
之
方
海
南
之
方
大
山
､
但
細
谷
有
､
東
之
方
山
と
城
と
の
間
三

拾
問
四
拾
間
有
､

二

城
下
海
之
方
西
北

二
町
屋
有
､
但
大
道
筋
､

二

高
杉

占
弘
前
居
城
迄

壱
里
半

左
右
田
地

此
内
川
三
ツ

一
､
岩
木
川
枝
川
広
さ
四
拾
五
間
深
さ
弐
尺
三
寸
五
寸
､
歩
渡
､
少
之
水

増

こ
も
船
渡
､
弘
前
宿
ほ
つ
れ
に
有
､

一
､
岩
木
川
広
さ
弐
拾
壱
間
深
さ
三
尋
､
橋
有
､
但
此
上
下
浅
瀬
歩
越
之

所
も
有
､
水
増

こ
も
橋
落
不
申
候
､
弘
前
町
之
内
城
下
流
申
候
､

一
､
土
測
川
広
さ
拾
弐
間
深
さ
壱
尺
五
寸
六
寸
､
橋
有
､
水
増

に
も
橋
落

不
申
候
､

一
､
鯵
ヶ
沢

占
十
腰
内
村
迄

三
里

左
右
野

此
内
川
弐

ツ

一
､
中
村
川
広
さ
拾
七
間
深
さ
三
尺
四
尺
､
但
橋
有
､
枝
川
広
さ
拾
弐
間

深
右
同
断
､
橋
有
､
右
弐
ツ
之
橋
大
水

こ
も
落
不
申
候
､

一
､
浮
田
川
広
さ
四
間
深
さ
四
尺
五
寸
七
寸
､
橋
有
､
大
水

こ
も
橋
落
不

申
候
､

此
内
坂
五
ツ

一
､
坂
本
坂
登
り
七
拾
間
道
之
広
さ
四
間
､

一
､
堤
坂
下
リ
五
拾
壱
間
道
之
広
四
間
､

一
､
同
坂
登
り
四
拾
間
道
之
広
さ
四
間
､

一
､
う
き
た
坂
下
リ
弐
拾
七
間
道
之
広
さ
四
間
'

一
､
同
坂
登
り
四
拾
七
間
道
之
広
四
間
､

l
､
十
腰
内

占
高
杉
村
迄

三
里

皆
野
道

l
P
弘
前
居
城

占
藤
崎
村
迄

壱
里
半

左
右
田
地

此
内
川
壱
ツ

一
､
平
賀
川
と
黒
石
川
之
落
合
藤
崎
渡
り
広
さ
弐
拾
三
間
深
さ
四
尺
､
但

舟
渡
り
､
水
干

ニ
ハ
自
是
壱
町
下

二
歩
渡
有
､
末

こ
も
記

ス
､

藤
崎
古
城

但
平
城
大
道
筋

l
､
本
丸
之
内
東
西
四
拾
弐
間
､
南
北
三
拾
間
'
堀
之
広
さ
三
方
共

二
六

間
宛
､
深
さ
七
尺
宛
､
土
手
之
高
さ
壱
丈
宛
､
東
之
方

ニ
ロ
有
､
西

之
方
平
か
川
､

一
､
二
之
丸
之
内
東
西
江
百
拾
九
間
､
南
北

へ
九
拾
五
間
､
四
方
掘
之
広

さ
南
北
九
間
宛
､
東
西
七
間
宛
､
深
さ
七
尺
五
寸
宛
､
土
手
之
高
さ

九
尺
宛
､
東
之
方

ニ
ロ
有
､

一
､
三
之
丸
は
た
か
館
之
内
東
西

へ
百
廿
五
間
､
南
北

へ
九
拾
五
間
'
四

方
掘
之
広
さ
九
間
宛
､
深
八
尺
三
寸
五
寸
'
土
手
之
高
サ
九
尺
宛
､

東
ノ
方

二
口
有
､
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二
∴
∴

二

本
丸
占
戊
亥
之
方

二
中
丸
有
､
東
西
江
廿
四
間
､
南
北
江
廿
七
間
､

三
方
堀
広
さ
但
二
万

ハ
拾
壱
間
宛
､

一
方
本
丸
と
能
間
六
間
深
さ
九

尺
宛
､
土
手
之
高
さ
壱
丈
宛
､
西
之
万
石
之
平
か
川
､

一
､
右
之
中
丸
占
西
に
又
中
丸
有
､
東
西

へ
六
拾
六
問
､
南
北

へ
六
拾
弐

間
､
三
方
掘
之
広
さ
二
万

ハ
八
間
､

一
方
右
之
中
丸
と
の
闇
拾

一
間

有
､
深
さ
壱
丈
宛
､
土
手
之
高
さ
壱
丈
宛
､
西
之
方

ハ
右
之
平
か
川
､

一
､
東
南
北
之
方
深
田
､
但
浅
田
も
有
､
其
外
大
野
地
牛
馬
不
叶
､
城
下

南
よ
り
北

へ
町
屋
有
､

一
'
同
川
之
下
広
さ
六
間
深
三
尺
､
橋
有
'
右
同
断
､

同
坂
四
ツ

一
､
大
釈
迦
坂
登
九
拾
弐
間
道
広
三
間
､
左
右
谷
木
山
､

一
､
柳
久
保
坂
下
り
五
拾
間
道
広
さ
三
間
､
左
谷
木
山
､

一
､
同
坂
登
り
柵
五
間
道
広
三
間
､
左
右
木
山
､

二

ま
ぎ
の
坂
下
り
百
五
拾
間
道
広
三
間
､
左
右
木
山
､

右
之
大
釈
迦
占
新
城
迄

ハ
山
中
左
谷
難
所
､
但
霜
月
占
明
ル
二
月
迄
牛
馬
不

自
由
､
大
雪
之
時

ハ
不
通
､

一
､
藤
崎
占
波
岡
村
迄

弐
里
半

左
右
田
地

此
内
川
壱
ツ

一
､
十
川
広
さ
七
間
深
さ
壱
丈

l
尺
弐
尺
､
と
､､､川
､
但
橋
有
､
大
水
に

も
橋
落
不
申
候
､
水
干
に
も
橋
引
申
候

へ
ハ
上
下
共

二
人
馬
不
通
､

一
､
新
城
占
油
川
村
迄

壱
里

但
海
辺

へ
出
ル

一
､
波
岡

占
大
釈
迦
村
迄

壱
里

左
右
田
地

此
内
川
壱
ツ

-

間

l
､
波
岡
川
広
さ
弐
間
二
尺
深
さ
三
尺
三
寸
五
寸
､
橋
有
､
水
増

こ
も
檎

落
不
申
侯
､
少
上

ハ
歩
渡
り
､

一
､
油
川
皇

目
森
村
迄

壱
里
九
町

砧
‰

地

此
内
川
壱
ツ

十

間

一
､
新
城
川
新
田
渡
り
広
さ
九

間

深
さ
五
尺
､
但
橋
有
､
水
増

こ
も
橋
落

I/
/I

不
申
候
､
ど
ミ
川
'
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T
､
青
森
占
野
内
村
迄

壱
里
半

左

ハ
海

右
老
田
地

一
､
大
釈
迦
占
外
之
浜
内
新
城
村
迄

弐
里
拾
町

左
右
木
山

此
内
川
三
ツ

一
､
大
袋
川
広
さ
三
間
深
さ
三
尺
､
橋
有
､
水
増

こ
も
橋
落
不
申
候
､

一
､
新
城
川
広
八
間
深
さ
弐
尺
､
橋
有
､
右
同
断
､

此
内
川
弐
ツ

一
､
境
川
広
さ
五
拾
五
間
深
さ
弐
尺
五
寸
三
尺
､
歩
渡
り
､
塩
満
水
増

ニ

ハ
船
渡
り
､
砂
川
､

一
､
野
内
川
広
さ
廿
六
間
深
さ
壱
尺
四
寸
五
寸
､
歩
渡
､
但
山
川
故
少
之

雨

こ
も
水
出
人
馬
不
通
､
小
石
､



1
.
野
内

占
浅
虫
村
迄

壱
里
半

砧

蒜

山

此
内
川
壱
ツ

一
､
龍
之
口
川
広
さ
五
間
深
さ
三
尺
､
橋
有
､
水
増

こ
も
橋
落
不
申
候
､

と
､､､川
､

同
坂
四
ツ

一
､
龍
之
口
坂
登
り
五
拾
弐
間
道
之
広
弐
問
､
北
之
方
海
南
者
野
山
､

l
､
同
坂
下
り
三
拾
六
間
道
広
さ
弐
間
､
右
同
断
､

二

と
う
ま
ひ
坂
登
弐
百
四
拾
間
道
之
広
さ
弐
間
､
北

ハ
海
南
者
山
､

1
､
う
と
ふ
坂
下
リ
百
拾
間
道
広
さ
壱
間
､
壱
騎
打
大
難
所
､
北

ハ
海
南

者
木
山
､
但
此
下

こ
と
う
ま
ひ
か
け
は
し
有
､
但
塩
千

二
ハ
歩
に
て

海
辺
瀬
之
通
申
候
､

一
､
堀
指
川
広
さ
拾

一
間
深
さ
壱
尺
四
寸
五
寸
､
歩
渡
り
､
右
同
断
､

一
､
狩
場
沢
占
弐
本
ま
だ
境
目
払
川
迄
四
町
四
拾
間
､
自
是
者
南
部
領
野
辺
地
江
出

ル
大
道
筋
､
牛
馬
出
入
自
由
､
但
右
之
野
内
占
是
迄

ハ
極
月

占
明
ル
二
月
迄
雪

之
内
馬
足
不
通
､

弘
前
従
居
城
秋
田
領
白
沢
江
出
ル
大
道
筋

二

浅
虫

占
小
湊
村
迄

弐
里
九
町

左
右
木
山

此
内
坂
弐
ツ

一
､
土
屋
坂
登
り
七
拾
間
道
之
広
さ
弐
間
､

一
､
同
坂
下
り
六
十
間
道
之
広
さ
弐
間
､

l
､
小
湊
占
狩
場
沢
迄

三
里

砧

蒜

山

此
内
川
三
ツ

一
､
小
湊
川
広
さ
五
間
深
さ
壱
尺
六
寸
七
寸
､
歩
渡
､
但
大
水
之
時
者
人

馬
不
通
､
小
石
､

一
､
清
水
川
広
さ
八
間
深
さ
壱
尺
弐
寸
三
寸
､
歩
渡
り
､
但
大
水
之
時
者

人
馬
不
通
､
小
石
､

一
､
弘
前
占
堀
越
村
迄

壱
里

左
右
田
地

此
内
川
壱
ツ

一
､
門
家
川
広
六
間
深
壱
尺
､
歩
渡
､
水
増

こ
も
人
馬
自
由
､

堀
越
古
城

但
平
城
大
道
筋

1
.
本
丸
之
内
東
之
方
什
間
､
南
廿
壱
間
､
西
廿
間
､
北
五
拾
弐
間
半
､

四
方
堀
之
広
さ
十
間
宛
､
深
さ
三
間
宛
､
土
手
之
高
さ
弐
間
宛
､
西

北
之
方

エ
ロ
有
､

二

二
之
丸
之
内
東
方
五
拾
五
間
､
南
十
七
間
､
西
五
拾
間
､
北
廿
七
間

半
､
四
方
掘
之
広
さ
八
間
宛
､
深
さ
四
間
宛
､
土
手
之
高
さ
壱
間
半

宛
､
東
西
之
方

エ
ロ
有
､

一
､
三
之
丸
之
内
東
西
江
四
拾
三
間
､
南
北

へ
八
十
五
間
､
四
方
掘
之
広

さ
九
間
宛
､
深
さ
三
間
宛
､
土
手
之
高
さ
壱
間
半
宛
､
但
右
之
外

二

南
北

二
掘
有
､
此
堀
之
広
さ
拾
五
間
宛
､
深
さ
弐
間
､
土
手
之
高
さ

壱
間
半
宛
､
但
南
北
二
重
掘
之
東
西
北

二
口
有
､

一
､
本
丸

占
酉
に
中
丸
有
､
東
方
七
拾
七
間
､
南
拾
弐
間
半
､
西
七
十
間
､
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北
四
拾
五
間
､
四
方
堀
広
七
間
宛
､
深
さ
弐
間
宛
'
土
手
之
高
さ
壱

間
半
宛
､
東
西
に
口
有
､

一
､
惣
が
わ
四
方
英

二
田
地
､
但
浅
田
､
城
下

占
三
町
東

二
平
か
川
有
､

此
広
さ
廿
七
間
深
弐
尺
三
寸
五
寸
'
但
歩
渡
り
'
西
北
之
方
城
よ
り

弐
町
三
町
外

二
門
家
用
有
'
但
小
川
南
之
方
城
下

二
大
通
有
'
馬
か

け
四
方
英

二
自
由
､
但
城
下
西
よ
り
南

へ
町
屋
有
､

者
人
馬
不
通
'

一
､
堀
越
占
大
鰐
村
迄

壱
里

左
右
田
地

此
内
川
壱
ツ

一
､
平
賀
川
石
河
渡
広
廿
五
間
深
さ
三
尺
､
歩
渡
､
水
増

ニ
ハ
船
渡
り
､

大
水
之
時
者
牛
馬
不
自
由

同
坂
弐
ツ

二
二
こ

一
､
剣
ケ
鼻
坂
登
り
百
四
十
四
間
道
広
弐
間
､
未
申
之
方
川
丑
刀
之
方
野

山
､
但
水
干
之
時

ハ
坂
下
川
伝

へ
歩
道
有
'

一
､
同
坂
下
り
百
弐
拾
間
道
之
広
さ
弐
間
､

i
t
碇
閑

古
秋
田
領
境
目
杉
峠
迄

弐
里

左
右
木
立

此
内
川
三
ツ

一
'
平
か
川
関
渡
広
さ
六
間
深
さ
壱
尺
四
寸
五
寸
､
歩
渡
､
但
山
川
故
少

之
雨

こ
も
水
出
人
馬
不
通
､
石
川
'

一
'
津
狩
川
広
さ
六
間
深
さ
九
寸
壱
尺
､
歩
渡
'
但
山
川
故
少
之
雨

こ
も

水
出
候
､
大
水
之
時

ハ
人
馬
不
通
'

一
､
平
か
川
遠
辺
渡
広
さ
拾
壱
間
深
さ
八
寸
'
歩
渡
り
､
右
何
連
も
同
断
'

同
坂
壱
ツ

一
､
秋
田
境
杉
峠
坂
登
り
三
百
八
拾
四
間
道
広
さ
壱
間
､
但
壱
騎
打
荷
付

属
通
､
左
右
木
山
谷
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自
是
先

ハ
秋
田
領
白
沢
江
出
ル
､
牛
馬
出
入
自
由
'
右
之
碇
関

占
杉
峠
迄
山

中
故
霜
月

占
明
ル
二
月
迄
雪
之
内
'
牛
馬
不
通
歩
に
て
ハ
常

二
自
由
'

一
､
大
鰐
占
碇
関
村
迄

弐
里

左
右
野
山
田
地

此
内
川
三
ツ

1
､
平
賀
川
福
嶋
渡
広
さ
拾
三
間
深
さ
壱
尺
八
寸
弐
尺
'
歩
渡
り
'
水
増

ニ
ハ
人
馬
不
通
､
但
高
石
､

一
､
同
川
船
養
坊
渡
広
廿
八
間
深
弐
尺
三
寸
五
寸
'
歩
渡
､
少
之
水
増

こ

も
人
馬
不
自
由
'
大
水

ニ
ハ
不
通
､

一
､
同
川
中
渡
広
さ
廿
三
間
深
さ
壱
尺
四
寸
五
寸
､
歩
渡
り
､
大
水
之
時

小
道
井
脇
道

脇
道大

間
越

占
銀
山
迄
弐
里
半
､
此
間
大
難
所
牛
馬
不
通
'
是

占
先

ハ
秋
田
領
'
但
自

他
領
人
か
た
し
'

此
内
川
壱
ツ

一
､
津
梅
川
之
上
広
さ
拾
間
深
さ
壱
尺
､
歩
渡
り
'
山
川
故
少
之
雨

こ
も



俄

:
水
出
'
出
入
不
自
由
'

同
坂
弐
ツ

一
､
千
間
坂
登
り
千
間
道
之
広
さ
四
尺
'
左
右
深
谷
木
山
､
脇
よ
り
之
通

口
な
ら
す
大
難
所
､

一
､
同
坂
下
リ
八
百
間
道
之
広
さ
四
尺
､
右
同
断
'

小
道

I(I(I.

一
､
岩
崎
古
沢
辺
村
迄
半
里
'
沢
辺

占
月
屋
村
村
迄
壱
里
半
'
月
屋
占
深
浦
村
迄
壱

里
'
但
大
道
筋

へ
出
ル
､
此
間
野
道
牛
馬
自
由
､

此
内
川
弐
ツ

二

月
屋
川
広
五
間
深
さ
六
寸
､
歩
渡
､
水
増

二
も
人
馬
自
由
､

一
､
横
磯
川
広
さ
三
間
深
さ
五
寸
六
寸
､
歩
渡
り
､
右
同
断
'

小
道

l
､
赤
石
村
之
大
道
占
種
里
村
迄
壱
里
廿
壱
町
拾
八
間
､
種
里
占

1
ツ
森
村
迄
壱
町

十
五
間
'
自
是
先
者
山
出
方
な
し
､
種
里
占
姥
か
袋
迄
壱
町
五
間
'
姥
か
袋

占

赤
石
村
大
道
江
出
ル
此
間
半
里
､

此
内
川
弐
ツ

一
､
赤
石
川
之
上

ハ
な
か
渡
広
さ
廿
間
深
さ
三
尺
'
歩
渡
'
少
之
雨

こ
も

水
出
'
人
馬
不
通
､
石
川
､

一
､
同
川
中
渡
広
さ
廿
間
深
さ
弐
尺
三
寸
五
寸
'
歩
渡
り
'
少
之
雨

こ
も

水
出
'
人
馬
不
通
､

小
道

二

品
木
浜
中
之
大
道

占
風
合
瀬
村
迄
廿
町
'
風
合
瀬

占
大
船
浜
大
道

へ
出
ル
'
此

間
拾
六
町
､

脇
道

∴
･
∵
.

赤
石
村
之
内
情
原
村
よ
り
小
森
村
迄
廿
五
町
'
自
是
先
者
山
出
方
な
し
､

此
内
川
壱
ツ

一
､
赤
石
川
之
上
小
森
渡
広
さ
拾
八
間
深
さ
弐
尺
壱
寸
弐
寸
､
歩
渡
り
､

少
之
雨

こ
も
水
出
人
馬
不
通
､
石
川
､
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小
道

一
､
西
関
大
道
占
柳
田
村
迄
拾
弐
町
'
柳
田

占
大
童
子
村
迄
十
五
町
'
自
是
先
者
山

出
か
た
な
し
､

此
内
川
壱
ツ

二

右
之
大
童
子
川
之
上
広
さ
三
間
深
さ
四
寸
五
寸
､
歩
渡
り
､
水
増

こ

も
人
馬
自
由
､

小
道

一
､
鯵
ヶ
沢
村
大
道

占
中
村
之
間
桟
沢
村
迄

一
里
､
是

占
先
者
山
出
方
な
し
､

小
道

1
､
貝
沢
村
大
道
占
野
木
村
迄
州
町
､
野
木
占
幸
田
村
迄
廿
画
町
､
幸
田
占
広
須
村

迄
壱
里
､
広
須
占
薦
槌
村
壱
里
､
こ
も
つ
ち
占
牛
汚
村
迄
半
里
､
牛
汚
占
十
三

浜
江
出
ル
廿
間
半
里
､



脇
道野

木
村

占
種
市
村
迄
廿
町
､
種
市

占
三
世
寺
村
迄
半
里
､
三
世
寺

占
船
水
村
迄
廿

八
町
大
道

へ
出
ル
､

此
内
坂
壱
ツ

一
､
長
坂
登
り
百
廿
間
下
り
八
十
間
道
之
広
さ
弐
間
､
牛
馬
自
由
､

脇
道三

世
寺

占
高
杉
村
迄
十
五
町
､
高
杉

占
中
別
所
村
迄
半
里
､
中
別
所
占
八
幡
村
迄

廿
七
町

､
八
幡
古
城

但
平
城

一
､
本
丸
之
内
東
西

へ
四
拾
六
問
､
南
北

へ
肘
五
問
､
四
方
掘
之
広
さ
六

問
宛
､
深
さ
三
間
三
尺
宛
､
土
手
之
高
さ
壱
丈
宛
､

二

二
之
丸
之
内
東
西

へ
四
拾
八
間
､
南
北
六
十
五
問
､
四
方
堀
之
広
さ

六
問
弐
尺
宛
､
深
さ
四
問
宛
､
土
手
の
高
さ
壱
丈
宛
､

一
'
三
之
丸
之
内
東
西

へ
五
拾
六
間
'
南
北

へ
四
拾
間
､
但
右
に
ハ
堀
有

之
由

二
候
得
共
､
今
程

ハ
土
手
は
り
-
づ
し
畑

二
仕
候
故
､
堀
無
御

座

候
､

一
､
本
丸

占
西

二
中
丸
有
､
東
西

へ
四
拾
問
､
南
北

へ
拾
六
間
､
四
方
堀

之
広
さ
五
間
宛
､
深
さ
弐
問
三
尺
宛
､
土
手
之
高
さ
壱
丈
宛
､

一
､
城
之
西
北
之
方

二
小
川
有
､
広
さ
四
問
深
さ
壱
尺
弐
寸
三
寸
､
川
岸

之
高
さ
水
右
上
三
尺
あ
り
､
水
増
候
得

ハ
､
川
岸
越
申
候
､
川

占
西

之
方
田
地
､
但
浅
田
､
南
北
之
方

二
町
屋
有
､
其
外
浅
田
､
深
田
､

西
根
小
道

一
､
弘
前

占
駒
越
村
迄
八
町
､
駒
越

占
高
屋
村
迄
廿
八
町
､
高
屋

占
葛
原
村
迄
廿
八

町
､
葛
原

占
百
沢
村
迄
壱
里
､
百
沢
占
敏
之
湯
本
迄
弐
里
半
､
自
是
先
山
出
か

た
な
し

､

此
内
川
壱
ツ

1
､
岩
木
川
駒
越
波
広
州
弐
間
深
さ
弐
尺
四
寸
五
寸
'
歩
渡
'
水
増

ニ
ハ

舟
渡
､
大
水
之
時

ハ
船

こ
て
も
不
自
由
'

同
坂
弐
ツ

一
､
作
り
坂
登
九
十
六
間
道
之
広
三
間
､
牛
馬
自
由
､

1
､
同
坂
下
り
六
十
間
道
之
広
さ
三
間
､
右
同
断
､

34

脇
道駒

越

占
蒔
西
村
迄
弐
拾
五
町
､
蒔
苗

占
高
屋
村
迄
拾
三
町
'
高
屋

占
鳥
居
野
村
迄

半
里

､

脇
道駒

越
よ
り
鳥
居
野
村
迄
壱
里
､
鳥
居
野
よ
り
門
前
村
迄
拾
弐
町
､

脇
道八

幡
村
占
宮
館
村
迄
拾
五
町
､
右
之
八
幡

占
新
岡
村
迄
廿
六
町
三
間
､

脇
道宮

地
村

占
国
吉
村
迄
壱
里
拾
町
､
国
吉

占
桜
庭
村
迄
半
里
､
桜
庭

占
中
畑
村
迄
九



町
､
中
畑
占
田
代
村
迄
拾
壱
町
､
田
代
占
村
市
村
迄
壱
里
十
町
､
村
市
占
砂
子
瀬

村
迄
肘
弐
町
､
是
迄
牛
馬
通
､
砂
子
瀬
占
川
原
沢
金
山
迄
三
里
､
此
間
牛
馬
不
通

大
難
所
､
自
是
先
大
深
山
､
但
秋
田
領
境
山
迄
牛
馬
不
通
､
自
他
領
も
人
か
た
し
､

此
之
内
川
拾
参

一
､
太
秋
川
広
さ
八
間
深
さ
弐
尺
､
橋
有
､
水
増

こ
も
落
不
申
候
'

二

岩
木
川
名
壷
渡
広
さ
九
間
深
さ
三
尺
､
歩
渡
､
高
石
､
山
川
故
少
之

雨

こ
も
俄

二
水
出
入
之
通
不
叶
､
左
右
木
山
'

一
､
右
之
川
田
之
尻
渡
広
さ
弐
拾
二
間
深
さ
三
尺
､
歩
渡
り
､
山
川
故
少

之
雨

二
も
俄

二
水
出
入
之
通
不
叶
､
左
右
木
山
､

l
､
同
川

1
之
渡
広
拾
弐
間
深
弐
尺

一
寸
二
寸
､
右
同
断
'

一
､
湯
之
沢
川
枝
川
広
さ
拾
五
問
深
さ
壱
尺
三
寸
四
寸
､
歩
渡
､
水
増

こ

も
人
馬
自
由
､

二

岩
木
川
深
渡
広
州
間
深
さ
弐
尺
四
寸
五
寸
､
歩
渡
､
山
川
故
少
之
雨

こ
も
俄

二
水
出
入
之
通
ひ
不
通
､
左
右
木
山
､
但
高
石
､

二

間
川
尾
沢
渡
広
さ
八
間
深
さ
弐
尺
壱
寸
弐
寸
､
歩
渡
り
､
右
何
連
も

同
断
､

1
､
鍋
倉
渡
之
枝
川
広
さ
九
間
深
さ
九
寸
壱
尺
､
歩
渡
､
水
増

:
も
出
入

自
由
､
大
水

ニ
ハ
不
通
､
高
石
､

一
､
澄
川
渡
之
枝
川
広
さ
拾
間
深
さ
壱
尺
五
寸
六
寸
､
歩
渡
り
､
右
い
つ

れ
も
同
断
､

一
､
同
川
之
下
広
八
問
深
壱
尺
四
寸
五
寸
､
歩
渡
､
右
い
つ
れ
も
同
断
'

7
､
右
同
川
之
中
広
さ
七
間
深
さ
壱
尺
壱
寸
弐
寸
､
歩
渡
り
､
右
何
れ
も

同
断
､

一
'
同
川
之
上
広
さ
六
間
深
さ
九
寸
壱
尺
､
歩
渡
､
水
増

こ
も
人
之
通
ひ

自
由
､
大
水

二
ハ
不
通
'

一
､
同
川
之
枝
川
広
さ
三
間
深
さ
五
寸
六
寸
､
歩
渡
'
大
水

こ
も
人
之
通

ひ
自
由
'

同
坂
九
ツ

7
.
長
坂
登
り
八
十
間
道
之
広
さ
三
間
､
荷
付
馬
自
由
､

一
､
同
坂
下
リ
九
拾
弐
間
道
之
広
さ
三
間
､
右
同
断
､

l
､
措
坂
登
り
五
拾
間
道
之
広
さ
三
間
､
右
同
断
'

一
､
同
坂
下
リ
百
間
道
之
広
さ
三
間
､
右
同
断
､

一
'
赤
坂
登
り
四
拾
間
道
広
弐
間
半
'
右
同
断
､

一
､
同
坂
下
リ
四
十
五
間
道
広
弐
間
半
､
右
同
断
､

一
､
沼
之
坂
登
り
六
拾
間
道
広
さ
三
間
､
右
同
断
､

一
､
同
右
之
坂
下
り
百
六
十
間
道
広
弐
間
半
'
右
同
断
､

一
t
と
の
え
の
坂
下
り
三
百
八
十
間
道
広
さ
弐
間
､
右
間
断
､

3 5

脇
道田

代
村
占
太
秋
村
迄
廿
六
町
拾
間
､
此
間
皆
難
所
､
先
者
山
出
か
た
な
し
､

此
内
川
壱

ツ

一
､
太
秋
川
広
さ
六
間
深
さ
九
寸
壱
尺
､
歩
渡
､
水
増

こ
も
人
馬
自
由
､

同
坂
弐
ツ

一
､
太
秋
坂
登
り
百
五
拾
間
道
之
広
壱
間
'
左
右
野
山
､

二

同
坂
下
リ
五
十
間
道
之
広
さ
壱
間
､
右
同
断
､



- 小
､ 道

弘
前

占
上
湯
口
村
迄
壱
里
､
上
湯
口

占
水
木
在
家
村
迄
十
八
町
､
水
木
在
家

占

相
馬
村
迄
廿
三
町
､
相
馬
よ
り
藍
内
村
迄
拾
三
町
､
自
是
先
大
深
山
出
方
な
し
､

但
木
こ
り
通
有
､

此
内
川
弐

ツ

一
､
藍
内
川
広
さ
拾
弐
間
深
さ
壱
尺
三
寸
五
寸
､
歩
渡
り
､
但
山
川
故
少

之
雨

こ
も
俄
水
出
人
馬
不
通
､
石
川
､

一
､
同
川
之
上
広
さ
拾
壱
間
深
さ
九
寸
壱
尺
､
歩
渡
り
､
右
い
つ
れ
も
同

断
､

同
坂
壱

ツ

二

唐
内
坂
下
リ
五
拾
間
道
広
四
間
､
牛
馬
自
由
､

小
道

二
∴
ュ

一
､
弘
前

占
小
沢
村
迄
廿
五
町
､
小
沢

占
久
渡
寺
坂
木
村
迄
十
七
町
廿
問
､
従
是
先

出
無
出
方
､

小
道

一
､
取
上
村
大
道

占
清
水
森
村
迄
八
町
五
拾
間
､
清
水
森

占
大
和
沢
村
迄
弐
拾
七
町

五
拾
間
､
自
是
先
山
出
か
た
な
し
､

此
内
川
弐

ツ

二

門
家
川
広
さ
七
問
深
さ
七
寸
､
歩
渡
､
大
水

こ
も
人
馬
自
由
､
小
石
､

一
､
同
川
大
和
沢
渡
広
七
間
深
九
寸
壱
尺
､
右
同
断
､

脇
道上

湯
口
村

占
紙
漉
沢
村
迄
廿
五
町
､
紙
漉
沢

占
大
助
村
迄
八
町
､
自
是
先
山
出
か

た
な
し
､

此
内
川
三
ツ

一
､
相
馬
川
紙
漉
沢
渡
広
さ
拾
壱
間
深
さ
壱
尺
四
寸
五
寸
､
歩
渡
り
､
但

山
川
故
少
之
雨

こ
も
俄

二
水
出
人
馬
不
自
由
､
大
水
之
時

ハ
不
通
､

高
石
､

1
.
同
川
藤
沢
渡
広
十
五
間
深

1
尺
三
寸
五
寸
､
歩
渡
､
右
同
断
､

1
､
右
同
川
大
助
渡
広
さ
四
問
深
さ
九
寸
壱
尺
､
歩
渡
､
右
い
つ
れ
も
同

断
､

脇
道清

水
森
村

占
大
和
沢
迄
十

一
町
､
自
是
先
山
無
出
方
､

36

小
道

一
､
石
川
大
道

占
金
ヶ
崎
村
迄
五
町
十
問
､
金
ヶ
崎

占
森
山
村
迄
四
町
十
弐
間
､
森

山

占
三
日
内
村
迄
九
町
八
間
､
是
迄
牛
馬
通

ル
､
自
是
先

ハ
人
馬
不
通
大
難
所
､

自
他
領
も
人
か
た
し
､

此
内
川
三
ツ

一
､
平
か
川
広
さ
拾
七
問
深
さ
壱
尺
九
寸
弐
尺
､
歩
渡
り
､
水
増

ニ
ハ
人

馬
不
通
､
石
川
､

1
､
三
日
内
枝
川
広
九
間
深
壱
尺
三
寸
五
寸
､
歩
渡
､
右
同
断
､

一
､
同
川
居
士
渡
広
七
間
深

一
尺
三
寸
四
寸
､
歩
渡
､
同
断
､



小
道

二

大
鰐
剣
ケ
鼻
大
道

占
虹
貝
村
迄
拾
八
町
､
虹
貝

占
早
瀬
野
村
迄
壱
里
拾
町
'
早

瀬
野
村

占
金
山
鳥
居
野
杉
迄
三
里
十
三
町
､
但
大
鰐

占
鳥
居
ノ
杉
迄

ハ
牛
馬
通

ル
､
自
是
先

ハ
大
深
山
､
但
秋
田
領
境
山
迄
者
発
所
牛
馬
不
通
､
自
他
領
も
難

入
､此

内
川
八
ツ

一
､
平
か
川
虹
貝
渡
広
さ
廿
三
間
深
さ
三
尺
三
寸
五
寸
､
歩
渡
､
少
之
水

増

こ
も
不
自
由
､
大
水

ニ
ハ
人
馬
不
通
､

一
､
同
川
枝
川

一
之
渡
広
拾
問
深
サ
壱
尺
四
寸
五
寸
､
歩
渡
､
山
川
故
少

之
雨

こ
も
俄

二
水
出
人
馬
不
自
由
､
大
水
之
時
者
不
通
､

/;I;I

一
､
同
用
地
石
渡
広
十
五
問
深

一
尺
五
寸
六
寸
､
右
同
断
､

l
､
間
川
長
波
拾
問
深

1
尺
三
寸
五
寸
､
歩
渡
､
右
同
断
､

一
､
同
川
穴
渡
広
拾
間
三
尺
深

一
尺
四
寸
六
寸
､
歩
渡
､
右
い
つ
れ
も
同

断
､

l
､
同
川
大
瀧
渡
広
さ
拾
弐
問
深
さ
壱
尺
六
寸
七
寸
､
歩
渡
､
山
川
故
少

之
雨

こ
も
水
出
不
自
由
､
大
水
之
時

ニ
ハ
人
馬
不
通
､

一
､
同
河
岩
屋
渡
広
さ
七
間
深
壱
尺
､
歩
渡
､
右
同
断
､

一
､
同
川
平
地
子
渡
広
さ
八
問
深
さ
九
寸
壱
尺
､
歩
渡
り
､
右
同
断
､

同
坂
九
ツ

l
､
細
越
坂
登
り
九
拾
五
間
道
広
さ

1
間
半
､
人
馬
自
由
､

二

間
坂
下
り
七
拾
間
道
之
広
さ
壱
問
半
､
右
同
断
､

一
､
大
瀧
之
小
坂
登
り
廿
間
道
之
広
壱
問
半
､
右
同
断
､

1
､
開
合
之
小
坂
登
り
拾
八
間
道
広

7
間
半
､
右
同
断
､

一
'
同
坂
下
リ
拾
弐
間
道
之
広
さ

一
問
半
､
右
同
断
､

1
.
遊
徒
リ
者
坂
登
州
弐
間
道
広
壱
問
半
'
右
同
断
､

一
､
同
坂
下
リ
弐
拾
五
間
道
之
広
さ
壱
間
半
､
右
同
断
､

l
､
馬
立
場
之
小
坂
登
拾
八
間
道
広

7
間
半
､
右
同
断
､

7
､
鼻
摺
坂
下
リ
三
十
間
道
広

1
問
半
､
右
同
断
､

小
道

二

大
鰐
村
大
道
占
み
づ
き
村
迄
弐
拾
八
町
､
自
是
先
山
出
か
た
な
し
､

此
内
川

一
ツ

一
､
平
賀
川
長
峯
渡
広
さ
肘
六
問
深
弐
尺
三
寸
四
寸
､
歩
渡
､
少
之
水

こ

も
不
自
由
､
大
水

ニ
ハ
人
馬
不
通
､

小
道

一
､
唐
牛
村
大
道

占
小
懸
村
迄
拾
三
町
'
自
是
先
山
､

東
根
小
道

二

大
鰐
剣
ケ
鼻
大
道
占
乳
井
村
迄
壱
里
､
乳
井
占
大
光
寺
村
迄
壱
里
､
大
光
寺

占

高
木
村
迄

一
里
､
高
木
占
黒
石
村
迄
壱
里
'
黒
石

占
高
舘
村
迄
壱
里
､
高
館
占

波
岡
村
迄
廿
壱
町
､
但
大
道
江
出
ル
､

此
内
川
ニ
ッ

二

黒
石
川
広
さ
廿
三
間
深
さ
壱
尺
四
寸
五
寸
､
歩
渡
り
､
少
之
水

ニ
ハ

自
由
'
大
水
之
時

ハ
人
馬
不
通
､
石
川
､

一
'
十
川
之
上
広
三
問
深
八
寸
九
寸
'
歩
渡
'
水
増
に
も
自
由
､
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大
光
寺
古
城

但
平
城
小
道
筋
､
堀
残
､
白
大
道
肘
弐
町
､

二

本
丸
之
内
南
北

ハ
什
八
間
宛
､
東
之
方
七
拾
七
間
､
西
四
拾
五
間
､

四
方
堀
之
広
さ
七
間
半
宛
､
深
さ
壱
間
半
宛
､
城
之
高
さ
地
形

占
一

間
半
､
南

二
口
有
､

一
､
二
之
丸
之
内
東
方
百
五
間
､
西
之
方
什
八
間
､
南
北
六
十
間
宛
､
四

方
掘
之
広
六
間
宛
､
深
さ
弐
問
半
宛
､
南
之
方

二
口
有
､

･

一
､
三
之
丸
之
内
東
五
十
間
､
西
村
七
問
､
南
八
十
間
､
北
七
拾
間
､
四

方
堀
之
広
さ
七
間
半
宛
､
深
さ

一
間
半
宛
､
南
之
方

二
口
有
､

一
､
惣
が
わ
城
下
占
壱
町
半
､
南

占
西

へ
小
川
有
､
此
川
之
広
さ
五
間
深

さ
壱
尺
壱
寸
弐
寸
､
但
西
南
之
方
河
岸
之
高
さ
五
尺
三
寸
有
､

1
､
城
下
占
弐
町
三
町
外

二
束
占
北
江
流

ル
小
川
有
､
此
川
之
広
さ
五
問

深
さ
弐
尺
三
寸
五
寸
､
両
方
共

二
岸
之
高
さ
壱
間
半
弐
間
有
､
城
之

四
方
い
つ
れ
も
田
地
､
深
田
馬
足
不
自
由
､
但
城
下
東
よ
り
に
L
へ

町
屋
有
､

村
迄
十
八
町
､
広
舟

占
温
湯
村
迄
壱
里
拾
八
町
､
温
湯

占
山
形
村
迄
五
町
‥

此
内
川
壱
ツ

一
､
黒
石
川
広
さ
弐
拾
三
間
深
さ
壱
尺
壱
寸
三
寸
､
歩
渡
り
､
少
之
水

ニ

ハ
人
馬
自
由
､
大
水
之
時

ハ
不
通
､

小
道

一
､
石
川
村
大
道
占
岩
館
村
迄
五
町
､
岩
館
占
相
木
村
迄
拾
八
町
､
但
東
根
小
道
江

出
ル

､

脇
道岩

館
古
館
田
村
迄
十
八
町
､
館
田
占
野
添
村
迄
廿
八
町
､
野
添

右
目
沼
村
迄
八
町
､
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脇
道吹

上
村

占
唐
竹
村
迄
廿
六
町
､
自
足
先

ハ
山
､

脇
道館

田
村

占
門
家
村
迄
拾
三
町
四
十
間
大
道

へ
出
ル
､

此
内
川
ニ
ッ

1
､
平
か
川
広
さ
肘
五
間
深
さ
壱
尺
九
寸
弐
尺
､
歩
渡
､
少
之
水

こ
も
不

自
由
､
大
水

ニ
ハ
人
馬
不
通
､

一
､
門
家
川
広
さ
七
間
深
さ
七
寸
八
寸
､
歩
渡
､
大
水
に
も
人
馬
自
由
､

脇
道沖

館
村
占
新
館
村
迄
四
町
､
新
館
占
大
光
寺
村
迄
廿
七
町
五
十
間
､

小
道

二

門
家
村
大
道
占
福
村
迄
十
八
町
､

脇
道高

木
村
古
田
中
村
迄
廿
五
町
三
間
､
田
中
占
荒
屋
村
迄
七
町
十
間
､
荒
屋
占
広
船



小
道

一
'
取
上
村
大
道
古
墳
関
村
迄
三
十
壱
町
'

黒
石
村
迄
十
八
町
五
十
間
､
東
根
小
道

へ
出
ル
'

小
道

1
､
和
徳
村
大
道
古
墳
関
村
迄
拾
八
町
､
境
関

右
目
沼
村
迄
四
町
､
目
沼
占
猿
賀
村

迄
廿
五
町
､
猿
賀
占
中
佐
渡
村
迄
弐
町
村
間
'

此
内
川
壱
ツ

一
､
平
か
川
墳
関
渡
広
さ
三
拾
五
間
深
さ
弐
尺
五
寸
六
寸
七
寸
'
船
渡
り
､

小
道

一
､
水
木
村
右
目
内
沢
田
村
迄
壱
里
'
目
内
沢
田
占
本
郷
村
迄
十
五
町
､
東
根
小
道

江
出
ル

､

此
内
川
壱
ツ

二

十
川
之
上
広
さ
三
間
深
さ
壱
尺
三
寸
五
寸
､
歩
渡
り
'
水
増

こ
も
人

馬
自
由
､

目
沼
村
占
田
舎
館
村
迄
廿
五
町
'
田
舎
館
占
高
日
村
迄
廿
町
'
高
日

占
お
っ
こ

の
き
村
迄
拾
町
村
間
､
お
っ
こ
の
き
占
浅
瀬
石
村
迄
拾
弐
町
五
間
､
浅
瀬
石
占

石
名
坂
村
迄
廿
壱
町
'
石
名
坂
占
山
形
村
迄
廿
町
五
間
'
山
形
占
不
動
館
村
迄

廿
八
町
弐
間
'
自
是
先

ハ
山
出
か
た
な
し
､

此
内
川
壱
ツ

二

黒
石
川
望
内
渡
広
さ
廿
壱
間
深
さ
弐
尺
五
寸
六
寸
'
歩
渡
り
'
高
石
'

少
之
水

こ
も
人
馬
不
通
､

同
坂
弐
ツ

一
､
が
～

む
し
坂
登
り
六
十
間
道
広
弐
間
､
荷
付
馬
自
由
､

一
､
同
坂
下
り
四
十
間
道
広
さ
弐
間
､
右
同
断
'

脇
道川

辺
村
占
徳
下
村
迄
壱
里
､

脇
道目

内
沢
田
村

占
黒
石
村
迄
拾
五
町
､
東
根
小
道

へ
出
､

脇
道吉

田
村
占
藍
沢
村
迄
壱
里
､
自
是
先

ハ
山
'

此
内
川
壱
ツ

一
'
波
岡
川
之
枝
川
広
さ
弐
間
深
さ
五
寸
､
歩
渡
り
､
水
増

こ
も
人
馬
自

由
'
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小
道

一
'
藤
崎
村
大
道
占
川
辺
村
迄
拾
六
町
'
川
辺
よ
り
堂
之
前
村
迄
廿
町
'
堂
之
前
古

小
道

一
､
波
岡
村
大
道

占
外
之
浜
之
内
高
田
村
迄
三
里
､
此
間
山
道
左
右
木
山
､



此
内
坂
三
ツ

一
､
か
る
ひ
坂
登
り
百
廿
間
道
広
壱
問
､
荷
付
馬
自
由
､

一
､
高
陣
場
坂
登
り
百
廿
八
間
道
広

一
間
､
右
同
断
､

一
､
大
豆
之
坂
下
り
三
百
七
十
八
間
道
広

一
間
､
右
同
断
､

右
之
波
間

石
高
田
村
迄

ハ
､
霜
月

占
明

ル
二
月
迄
雪
之
内
馬
足
不
通
､

脇
道駒

寵
村

古
田
屋
敷
村
迄
拾
五
町
八
問
､
田
屋
敷

石
堤
村
迄
十
三
町
九
間
､
大
道

へ

出
ル

､

小
道

l
､
高
田
村

石
荒
川
村
迄
拾
町
､
荒
川
占
三
内
村
迄
壱
里
､
三
内

占
新
城
村
迄
十
八

町
､
大
道

へ
出
ル
､

小
道

∴
∴
･

i
.
原
辺
地
村
大
道
占
富
田
村
迄
拾
八
町
､
宮
田
占
瀧
沢
村
迄
拾
八
町
､
自
是
先
大

深
山
､
南
部
領
墳
山
迄
難
所
牛
馬
不
通
､
但
自
他
領
も
難
入
､

此
内
川
壱
ツ

一
､
野
内
川
広
さ
廿
壱
間
深
さ
壱
尺
四
寸
五
寸
､
歩
渡
り
､
山
川
故
少
之

雨

こ
も
俄

二
水
出
人
馬
不
通
､
石
川
､

脇
道荒

川
村

石
浜
田
村
迄
壱
里
､
浜
田
占
青
森
村
迄
廿
五
町
､
大
道

へ
出
ル
､

脇
道荒

川
村
石
桟
内
村
迄
十
八
町
､
構
内

占
駒
寵
村
迄

l
里
､
駒
寵

占
作
り
道
村
迄
廿

壱
町
､
大
道

へ
出
ル
､

此
内
川
弐
ツ

1
､
堤
川
明
剣
堂
渡
広
さ
拾
五
間
深
さ
壱
尺
九
寸
弐
尺
､
歩
渡
､
山
川
故

少
之
雨

こ
も
水
出
､
人
馬
不
通
､

一
､
駒
寵
川
之
枝
河
広
さ
七
間
深
さ
九
寸
壱
尺
､
歩
渡
り
､
少
之
水
増

ニ

ハ
人
馬
自
由
､
大
水

ニ
ハ
不
通
､

〔小
道
脱
力
〕

1
､
浅
虫
村
大
道

占
茂
浦
村
迄
壱
里
､
茂
浦
よ
り
田
沢
村
迄
三
里
､
但
此
間
磯
辺
路
､

田
沢

占
小
湊
村
迄
三
里
､
此
間
磯
辺
路
皆
難
所
､
大
道

へ
出
ル
､
但
霜
月
占
明

ル
三
月
末
迄
雪
之
内
牛
馬
不
通
､

此
内
川
壱
ツ

一
､
小
湊
川
沼
館
渡
り
広
さ
九
間
深
さ
壱
尺
三
寸
四
寸
五
寸
､
歩
渡
､
但

山
川
故
､
少
之
雨

:
も
俄

二
水
出
､
人
馬
不
通
､
常

こ
も
塩
満
之
時

ハ

人
馬
不
通
､

同
坂
拾
参

一
､
茂
浦
山
越
登
り
三
百
九
十
間
道
広
さ
壱
間
､
壱
騎
打
荷
付
属
常

二
不

自
由
難
所
､
西
之
方
海
､
東
木
山
､

一
､
石
岡
坂
下
弐
百
八
十
間
道
広
さ
壱
間
､
壱
騎
打
､
西
之
方
海
､
東
者
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木
山
大
難
所
､

一
､
小
猪
尾
山
越
登
弐
百
四
十
間
道
広
四
尺
､
右
何
も
同
断
､

一
､
同
坂
下
リ
弐
百
四
拾
五
間
道
広
四
尺
､
右
何
れ
も
同
断
､

一
､
大
猪
尾
山
越
登
百
弐
拾
弐
間
道
之
広
さ
五
尺
､
右
い
つ
連
も
同
断
､

一
､
同
山
越
下
り
百
五
十
四
間
道
之
広
壱
間
､
右
同
断
､

一
､
久
慈
之
山
越
登
州
間
道
之
広
さ
壱
問

l
尺
､
荷
付
馬
自
由
､

1
､
同
山
越
下
り
廿
壱
間
道
広
さ
七
尺
､
右
同
断
､

1
､
久
慈
越
登
り
廿
五
間
道
広
壱
間
半
､
右
同
断
､

一
､
鎧
山
越
登
百
九
十
七
間
道
広
壱
間
､
右
同
断
､

一
､
同
山
越
下
り
弐
百
村
七
間
道
広
壱
間
､
右
同
断
､

一
､
立
石
山
越
登
廿
七
間
道
之
広
壱
間
半
､
右
同
断
､

一
､
同
山
越
下
り
廿
五
間
道
之
広
壱
間
半
､
右
同
断
､

小
道

l
､
山
口
村
大
道

占
荒
内
村
迄
拾
五
町
十
五
間
､
自
是
先
山
出
か
た
な
し
､

此
内
川
壱
ツ

二

小
湊
川
小
豆
坂
渡
広
さ
七
間
深
さ
九
寸
壱
尺
､
歩
渡
､
水
増

こ
も
人

馬
自
由
､

小
道

一
､
口
広
沢
村
大
道
占
掘
指
村
迄
七
町
'
是
よ
り
先

ハ
山
出
か
た
な
し
､

小
道

1
.
小
湊
村
大
道

占
童
子
村
迄
壱
里
拾
五
町
､
自
是
先

ハ
山
出
か
た
な
し
､

此
内
川
壱
ツ

1
､
童
子
川
広
さ
四
間
深
さ
六
寸
七
寸
､
歩
渡
り
､
水
増

こ
も
常

二
自
由
､

二
∴
ュ

藤
崎
村
大
道
占
表
舛
村
迄
弐
拾
三
町
､
俵
舛
占
夕
顔
関
村
迄
壱
里
､
夕
顔
関
占

二
∴
ュ

原
子
村
村
迄
壱
里
拾
三
町
､
但
藤
崎

占
原
子
迄

ハ
霜
月

占
明

ル
二
月
迄
雪
之
内

牛
馬
不
自
由
､
大
雪
之
時
者
不
通
､

此
内
川
壱
ツ

一
､
十
川
広
さ
八
間
深
さ
三
尺
三
寸
五
寸
､
橋
有
､
大
水

こ
も
橋
落
不
申
､

と
,､､川
､
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小
道

1
､
小
湊
村

占
平
賀
村
迄
廿
五
町
､
自
是
先
山
出
方
な
し
､

此
内
川
壱
ツ

一
､
小
湊
川
上
之
渡
広
さ
八
間
深
さ
壱
尺
弐
寸
三
寸
､
歩
渡
､
少
之
水
増

又
塩
満

こ
も
人
馬
不
通
､
砂
川
､

藤
崎
村
石
林
崎
村
迄
六
町
廿
間
､
林
崎

占
横
沢
村
迄
八
町
四
十
間
､
横
沢
村
古

〔迄
脱
カ
｣

瀬
良
沢

村

壱

里

拾
八
町
､
瀬
良
沢
占
十
川
橋
迄
十
五
町
､
但
大
雪
之
時
者
霜
月

占
明

ル
二
月
迄
右
い
つ
れ
も
馬
足
不
自
由
､



小
道

l
､
藤
崎
村

占
板
屋
野
木
村
迄
州
四
町
､
板
屋
野
木

卓
二
千
石
村
迄
七
町
'
三
千
右

左
く
る
-
館
村
迄
廿
五
町
､
大
雪
之
時
者
霜
月

占
明

ル
二
月
迄
馬
足
不
自
由
'

脇
道神

山
村
占
新
里
村
迄
廿
町

脇
道板

屋
野
木
村

石
-
ら
の
林
迄
十
町
廿
間
､

脇
道金

山
村

占
五
所
川
原
迄
壱
里
'

脇
道本

相
木
村

石
十
川
橋
迄
此
間
十
六
町
弐
間
､

脇
道飯

詰
村
古
狐
鼻
村
迄
六
町
三
間
､

下
ノ
切
小
道

一
､
下
十
川
大
道

占
葦
野
田
村
迄
廿
九
町
五
間
､
葦
野
田
占
原
子
村
迄
壱
里
十
八
町
'

原
子
占
神
山
村
迄
壱
里
､
神
山

占
飯
詰
村
迄
壱
里
七
町
､
飯
詰

占
金
木
村
迄
弐

里
十
八
町
､
金
木

占
中
里
村
迄
弐
里
､
中
里

占
薄
市
村
迄
壱
里
､
薄
市

占
大
田

村
迄
壱
里
弐
拾
五
町
､
此
間
難
所
､
大
田
占
相
内
村
迄
壱
里
､
相
内

占
十
三
蘇

磯
辺
路
江
出

ル
此
間
拾
八
町
､
但
右
之
十
川

占
相
内
村
迄

ハ
霜
月
占
明

ル
二
月

迄
者
雪
之
内
馬
足
不
通
､

此
内
川
壱
ツ

一
､
波
間
川
之
下
白
金
渡
広
さ
四
間
深
弐
尺
三
寸
五
寸
､
歩
渡
り
､
水
増

ニ
ハ
牛
馬
不
通
､
但
歩
橋
有
､

脇
道飯

詰
村

占
沖
飯
詰
村
迄
廿
町
､

脇
道飲

詰
村

占
中
相
木
村
迄
壱
里
'
中
相
木

占
加
勢
村
迄
壱
里
拾
五
町
､

脇
道善

良
市
村
之
道
占
小
多
川
村
迄
五
町
'

脇
道金

木
村

占
蒔
田
村
迄
七
町
村
間
'
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脇
道神

山
村

占
七
ツ
館
村
迄
廿
八
町
七
問
､

脇
道中

里
村

占
新
田
八
幡
村
迄
十
三
町
廿
間
､



脇
道中

里
村
占
高
野
沢
村
迄
拾
弐
町
九
間
'

一
'
小
泊
川
広
さ
六
問
深
さ
壱
尺
九
寸
弐
尺
､

磯
辺
道

1
､
鯵
ヶ
沢
之
内
舞
戸
村
大
道
占
十
三
村
迄
六
里
､
但
左

ハ
海
､
右
者
野
山
､

此
内
川
壱
ツ

一
､
う
さ
田
川
広
さ
六
問
深
さ
三
尺
五
寸
六
寸
'
歩
渡
り
､
少
之
水
に
も

人
馬
不
通
'
砂
川
､

二

十
三
村
占
小
泊
村
迄
四
里
､
左
者
海
'
右

ハ
木
立
､

此
内
川
壱
ツ

一
､
十
三
湊
広
さ
九
十
三
間
深
さ
三
尋
壱
尺
弐
尺
､
但
船
渡
り
水
増

こ
も

船

二
而
自
由
､
砂
川
､

同
坂
四
ツ

一
､
出
山
坂
登
州
弐
間
道
広
さ
弐
間
､
荷
付
馬
自
由
'

二

間
坂
下
り
三
拾
三
間
道
之
広
さ
弐
間
､
右
同
断
'

一
､
小
泊
坂
登
り
七
十
三
間
道
広
弐
間
､
左
右
木
山
難
所
､
但
荷
付
馬
自

由
､

一
､
同
坂
下
り
三
拾
弐
間
道
之
広
さ
弐
間
'
右
同
断
､

一
､
小
泊
村

占
外
浜
之
内
た
つ
ひ
崎
迄
四
里
､
此
間
人
馬
不
通
難
所
､
但
舟
に
て
過

ル
､
左
者
海
'
右
著
大
山
木
立
､

此
内
川
壱
ツ

一
､
た
つ
ひ
崎

古
見
ま
や
迄
弐
里
半
､
歩
道
､
牛
馬
不
通
難
所
､
左
者
海
､
右
著
大

山
木
山
､

此
内
川
壱
ツ

一
､
算
用
師
川
広
さ
三
間
深
さ
九
寸
壱
尺
､
歩
渡
､
但
山
川
故
少
之
雨

こ

も
俄

二
水
出
､
出
入
不
通
､
石
川
､

同
坂
十

一
､
た
つ
ひ
崎
山
越
登
三
百
間
道
之
広
さ
壱
尺
八
寸
九
寸
､
細
道
牛
馬
不

通
大
難
所
､
北
方
海
､
南
大
山
､

一
､
同
山
越
下
り
百
五
十
間
道
之
広
さ
壱
尺
八
寸
九
寸
､
細
道
牛
馬
不
通

大
難
所
､
右
同
断
､

二

鎧
嶋
山
越
登
弐
百
五
十
間
道
之
広
弐
尺
､
大
難
所
牛
馬
不
通
､
北
之

方
海
､
南
之
方
大
山
､

1
'
右
之
山
越
下
り
弐
百
八
拾
五
間
道
之
広
さ
弐
尺
五
寸
､
大
難
所
牛
局

不
通
､
右
同
断
､

二

か
は
し
り
山
越
登
百
八
十
間
道
之
広
さ
弐
尺
三
寸
'
大
難
所
牛
馬
不

通
､
右
同
断
'

一
､
同
山
越
下
り
弐
百
間
道
之
広
さ
弐
尺
'
大
難
所
牛
馬
不
通
､
右
同
断
I

'T二
∴

一
､
飾
泊
山
越
登
り
百
三
間
道
之
広
さ
弐
尺
七
寸
､
大
難
所
牛
馬
不
通
､

右
同
断
､

二

間
山
越
下
り
九
拾
八
間
道
之
広
さ
弐
尺
五
寸
'
大
難
所
牛
馬
不
通
､

右
同
断
､
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1
､
う
て
つ
山
越
登
五
十
間
道
之
広
さ
弐
尺
､
大
難
所
牛
馬
不
通
'
右
同

断
'

一
､
同
山
越
下
六
十
間
道
広
弐
尺
､
大
難
所
牛
馬
不
通
､
右
同
断
､

一
､
同
坂
下
リ
百
廿
間
道
広
壱
問
､
壱
騎
打
難
所
､
荷
付
馬
漸
-
通
ル
､

右
同
断
､

右
之
今
辺
地

占
野
田
迄
難
所
､
但
霜
月
占
明
ル
三
月
迄
雪
之
内
馬
足
不
通
､

一
､
見
ま
や
古
今
辺
地
村
迄
壱
里
､
此
間
牛
馬
通
ル
､
左
者
海
､
右

ハ
大
山
木
立
､

一
､
今
辺
地
占
野
田
村
迄
五
里
､
左
右
右
同
断
､

此
内
川
弐
ツ

一
､
今
辺
地
川
広
さ
九
間
半
深
さ
四
尺
三
寸
四
寸
五
寸
､
橋
有
､
水
増

こ

も
橋
落
不
申
候
､
上
下

こ
も
歩
渡
無
し
'

一
､
よ
ま
内
川
広
さ
五
間
深
さ
七
寸
八
寸
､
歩
渡
､
水
増

こ
も
人
馬
自
由
､

大
水
之
時

ハ
不
自
由
､
石
川
､

同
坂
六
ツ

二

大
泊
坂
登
七
拾
五
間
道
広
さ
壱
間
､

一
騎
打
'
北
之
方
海
､
南
方
山
､

荷
付
馬
不
自
由
､
難
所
､

一
､
同
坂
下
リ
六
拾
壱
間
道
之
広
さ
壱
間
､
壱
騎
打
難
所
､
荷
付
馬
不
自

由
､
北

ハ
海
､
南
山
､

一
､
ほ
ろ
つ
き
坂
登
り
六
十
弐
間
道
之
広
五
尺
､
壱
騎
打
大
難
所
､
荷
付

馬
不
自
由
､
北
方
海
､
南

ハ
山
､

一
､
同
坂
下
り
七
拾
三
間
道
之
広
さ
五
尺
､
壱
騎
打
､
但
難
所
､
荷
付
馬

不
自
由
､
右
同
断
､

一
､
赤
根
沢
坂
登
り
九
拾
九
間
道
広
さ
壱
間
'

一
騎
打
難
所
､
荷
付
馬
漸

く
通
ル
､
右
同
断
､

一
､
野
田
村
占
蓬
田
村
迄
弐
里
半
､
左

ハ
海
､
右

ハ
山
､

此
内
川
弐
ツ

一
､
野
田
川
広
さ
弐
間
深
さ
八
寸
九
寸
､
歩
渡
'
但
山
川

二
候
得
共
水
増

こ
も
人
馬
自
由
､
小
石
､

一
､
中
師
川
広
さ
三
拾
弐
間
深
さ
六
尺
､
船
渡
り
､

一
､
蓬
田
村
占
油
川
村
大
道
江
出
ル
此
間
四
里
半
'
左

ハ
海
､
右
者
山
､

此
内
川
三
ツ

一
､
後
形
川
広
さ
四
間
半
深
さ
壱
尺
九
寸
弐
尺
､
橋
有
､
水
増

こ
も
橋
落

不
申
候
､
砂
川
､

一
､
内
裏
辺
川
広
さ
七
間
深
さ
四
尺
､
橋
有
'
水
増
に
も
橋
落
不
申
候
､

ご
ミ
川
､

一
､
油
川
広
さ
拾
壱
間
深
さ
壱
尺
九
寸
弐
尺
､
橋
有
､
水
上
な
し
'
塩
満

〔蒲
晩
カ
〕

こ
も
橋

不

申

候
､
砂
川
､
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船
路
之
範

か
ね
か
沢

占
三
里

一
'
こ
わ
た

片
難

秋
田
境

二

大
間
越
板
且
之
間

一
'
小
船
弐
膿
程
入
､
東
南
風

ニ
ハ
船
か
か
り
吉
､
西
北
風

ニ
ハ
悪
シ
､

大
船

ハ
不
入
'

い
た
か
い

占
七
里

二

拒
無
シ
崎
之
間

一
､
小
船
三
膿
程
入
'
東
西
風
舟
懸
り
吉
'
南
北
風
悪
シ
'
大
船

ハ
不
入
I

こ
わ
た

占
廿
五
町

一
'
鯵
ヶ
沢
之
間

一
､
間
口
弐
拾
四
間
'
遠
さ
三
町
､
此
外
荒
磯
､
深
さ
八
尋
九
尋
､
西
南

風
舟
懸
り
吉
､
北
風
悪
シ
'
自
是
松
前

へ
海
上
拾
五
里
'
但
南
風

二

而
渡

ル
'

へ
な
し
崎
占
三
里

一
'
深
浦
之
間

一
'
間
口
百
五
拾
四
間
､
遠
さ
弐
百
聞
'
深
さ
八
尋
九
尋
､
東
南
西
風
舟

か

～
り
吉
'
北
風
悪
シ
'
自
是
松
前

へ
海
上
弐
拾
五
里
'
南
風

二
而

渡
'
又
秋
田
領
と
が
迄
海
上
三
拾
五
里
'
但
北
風

こ
て
渡

ル
､
右
之

断
前

こ
も
委
書
戴
申
候
'

あ
ぢ
か
沢

占
五
里

二

十
三
湊一

､
湊
之
広
さ
九
十
間
'
深
さ
四
尺
三
寸
四
寸
五
寸
'
湊
之
内
遠
さ
壱
里

廿
三
町
'
但
大
舟

ハ
か
ら
舟
に
て
入

ル
'
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と
さ
占
三
里

一
､
小
泊
之
間

二

間
口
四
万
五
十
間
宛
'
深
さ
三
尋
四
間
'
西
南
風
舟
か

～
り
吉
'
自

是
松
前

へ
海
上
八
里
'
東
風

こ
て
渡

ル
'

ふ
か
う
ら

占
六
里
半

一
'
金
井
ケ
沢
之
間

一
'
荒
磯
'
南
風
舟
か

～
り
吉
､
西
北
風
悪
'
大
船

ハ
不
入
'
弁
才
舟
三

線
程
入
､

こ
と
ま
り

占
六
里

一
'
う
て
つ
之
間

二

間
口
弐
拾
四
間
'
遠
さ
五
拾
五
間
'
深
さ
弐
尋
'
但
小
弁
才
舟
三
膿

程
入
'
北
風
悪
'
其
外
吉
､
自
是
松
前

へ
海
上
六
里
'



う
て
つ
占
六
里

二

見
ま
や
之
間

一
､
間
口
三
拾
五
間
､
遠
さ
弐
町
州
問
､
深
さ
三
尋
､
北
風
悪
､
其
外
吉
､

大
船
入
､

海
上
十
四
里
､
又
南
部
領
川
湊
迄
海
上
十
五
里
南
風

:
て
流
ル
､

見
ま
や
占
壱
里

一
､
は
ろ
つ
き
之
間

一
､
間
口
五
十
間
､
遠
さ
州
間
､
其
外
荒
磯
､
深
さ
弐
尋
三
尋
､
西
風
悪
､

其
外
吉
､
弁
才
船
三
膿
は
と
入
ル
､

あ
を
も
り

占
三
里

一
､
茂
浦
之
間

二

間
口
百
聞
､
遠
さ
弐
町
州
問
､
深
さ
四
尋
五
尋
､
西
北
東
風
舟
か
ゝ

り
吉
､
南
風
悪
し
､

も
う
ら
占
三
里

一
､
大
間

二

荒
磯
､
深
三
尋
半
､
南
風
船
懸
り
吉
､
其
外
悪
し
､

ほ
ろ
つ
き
占
壱
里

一
､
赤
根
沢
之
間

二

間
口
七
拾
間
､
遠
さ
五
拾
間
､
深
さ
弐
尋
半
､
東
南
風
吉
､
北
西
風

悪
､
大
船

ハ
不
入
､

お
は
ま

占
四
里

二

小
湊

一
､
湊
之
広
さ
五
拾
弐
間
､
塩
之
満
干

二
構
無
之
､
深
さ
弐
尺
三
寸
五
寸
､

但
猟
船
斗
入
ル
､
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あ
か
ね
沢

占
四
里

一
､
山
瀬
泊
之
間

一
､
間
口
三
拾
間
､
遠
さ
四
拾
八
間
､
深
さ
弐
尋
､
其
外
荒
磯
､
南
東
風

吉
､
北
西
風
悪
､
大
船

ハ
不
入
､

山
せ
と
ま
り

占
六
里
半

一
､
青
森
之
間

一
､
荒
磯
沖
懸
り
､
深
さ
弐
尋
三
尋
､
南
風
吉
､
其
外
悪
､
自
是
松
前

へ

こ
み
な
と
占
三
里

一
､
清
水
川

片
難
､

f
rt
脱

力
l

し

っ

川

占
弐
里
半

二

狩
場
沢

片
難



船
路
〆
五
拾
九
里
弐
拾
五
町

津
軽
自
領
分
北
国
筋
拝
東
海
路
出
船
事

二

北
国
筋
江

ハ
津
軽
之
浦
々
占
北
風

二
而
出
船
仕
候
､
東
海
路

へ
ハ
西
干
汚
之
風
､

但
未
申
之
万

古
吹
申
風
に
て
出
船
仕
候
､
但
四
月

占
八
月
中
旬
迄
上
下
之
舟
共

渡
海
仕
候
､
夏

古
来

ハ
渡
海
無
御
座
候
､
併
松
前

へ
ハ
冬
も
日
和
能
時

ハ
東
南

〔東
〕

風

こ
て
渡
海
仕
候
､
津
軽
者
西
北

二
海
を
請
申
候
､
右
之
ひ
か
た
風
□
□

風
六

七
八
月
吹
申
候
得

ハ
'
逢
々
作
毛

こ
あ
た
り
申
候
､

(青
森
県
立
郷
土
館
研
究
員
)


